
      

山
間
地
帯
の
特
性
を
活
か
し
た
新
た
な
挑
戦 

―
「
茨
城
県
北
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
期
待
― 

 

日
立
市
、
常
陸
太
田
市
、
高
萩
市
、
北
茨
城
市
、
常
陸
大
宮
市
、
大
子
町

の
五
市
一
町
か
ら
構
成
さ
れ
る
県
北
地
域
の
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
動
き
が

止
ま
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
昨
年
公
表
さ
れ
た
二
〇
二
〇
年
（
令
和
二
年
）
の
国

勢
調
査
の
結
果
か
ら
も
確
認
で
き
る
し
（
ち
な
み
に
、
大
子
町
の
五
年
間
の
人
口

減
少
率
は
一
二
・
八
％
で
県
内
第
一
位
）
、
ま
た
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
の
人
口
推
計
に
よ
れ
ば
将
来
に
わ
た
っ
て
も
大
幅
な
減
少
が
続
く
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。
当
該
地
域
の
活
力
を
い
か
に
維
持
し
、
地
域
と
し
て
の

持
続
可
能
力
を
い
か
に
高
め
て
い
く
か
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

 

そ
う
し
た
な
か
、
森
林
面
積
が
約
七
割
を
占
め
る
当
該
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
現
在
進
行
中
で
あ
る
。「
茨
城
県
北
ロ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
」
で
あ
る
。
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
は
「
歩
く
旅
」
を
楽
し
む
た
め
に
作
ら

れ
た
道
の
こ
と
で
、「
登
頂
を
目
的
と
す
る
登
山
と
は
異
な
り
、
登
山
道
や
ハ

イ
キ
ン
グ
道
、
自
然
散
策
路
、
里
山
の
あ
ぜ
道
、
と
き
に
は
車
道
な
ど
を
歩

き
な
が
ら
、
そ
の
地
域
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
」

（
日
本
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
、
こ
れ
が
魅
力
だ
と
い
う
。 

 

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
き
っ
か
け
は
、
水
戸
市
で
ア
ウ
ト
ド
ア
商
品
の
専
門

店
を
営
む
和
田
幾
久
郎
さ
ん
が
茨
城
県
に
提
唱
し
た
こ
と
。
二
〇
一
八
年
に

県
、
県
北
六
市
町
、
和
田
さ
ん
達
で
研
究
会
が
発
足
し
、
翌
一
九
年
に
県
が

関
連
予
算
を
計
上
し
て
コ
ー
ス
の
設
定
や
種
々
の
整
備
が
本
格
化
す
る
。
二

〇
年
九
月
時
点
で
の
コ
ー
ス
案
を
み
る
と
、
六
つ
の
市
と
町
に
連
な
る
山
々

を
一
本
の
道
で
つ
な
ぐ
全
長
は
三
二
〇
キ
ロ
（
東
部
エ
リ
ア
北
約
七
二
キ
ロ
、
東

部
エ
リ
ア
南
約
四
一
キ
ロ
、
南
部
エ
リ
ア
約
三
六
キ
ロ
、
中
央
部
エ
リ
ア
六
八
キ
ロ
、

西
部
エ
リ
ア
北
約
四
八
キ
ロ
、
西
部
エ
リ
ア
南
約
五
五
キ
ロ
）
に
も
及
ぶ
。
国
内
の

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
し
て
は
屈
指
の
長
さ
で
あ
る
。
二
一
年
二
月
に
は
「
茨

城
県
北
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
」
が
正
式
名
称
と
な
り
、
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
も
決
定

さ
れ
た
。
そ
し
て
同
年
三
月
、
中
央
部
エ
リ
ア
の
一
部
、
大
子
町
月
待
の
滝

か
ら
生
瀬
富
士
を
経
由
し
て
袋
田
の
滝
に
至
る
一
四
キ
ロ
区
間
が
、
ま
た
本

年
四
月
に
は
袋
田
の
滝
近
辺
か
ら
常
陸
太
田
市
の
竜
神
峡
を
経
て
天
下
野
集

落
に
達
す
る
約
三
九
キ
ロ
区
間
が
開
通
し
た
。
合
わ
せ
て
五
三
キ
ロ
、
全
コ

ー
ス
完
成
ま
で
な
お
先
は
長
い
が
、
確
実
に
延
伸
の
実
を
重
ね
て
い
る
。 

 

マ
ッ
プ
の
作
成
や
標
識
の
設
置
、
倒
木
の
除
去
や
下
草
刈
り
等
々
の
コ
ー

ス
整
備
に
当
た
っ
て
い
る
の
は
、
県
か
ら
委
託
を
受
け
た
和
田
さ
ん
と
茨
城

県
北
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
協
力
隊
の
面
々
。
こ
の
協
力
隊
は
、
地
域
に
根
差
し

た
新
た
な
ト
レ
イ
ル
文
化
を
創
出
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
有
志
の
集
ま
り

と
い
わ
れ
、
現
在
の
登
録
者
は
約
五
七
〇
人
に
及
ぶ
と
か
。
毎
月
二
回
、
有

志
が
集
っ
て
整
備
活
動
に
汗
を
流
し
て
い
る
。
コ
ー
ス
整
備
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「
ト
レ
イ
ル
文
化
の
創
出
」
と
い
う
息
長
い
活
動
を
意
図
し
て
い
る
点
が
興

味
深
い
。
ま
た
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
情
報
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
と
、
県
北
六
市
町
に
点
在
す
る
様
々
な
地
域
資
源
を
結
び
付
け
県
北
全
体

の
魅
力
を
誰
も
が
体
験
で
き
る
よ
う
に
す
る
、
繰
り
返
し
訪
れ
な
が
ら
多
様

な
地
形
や
眺
望
を
味
わ
え
る
よ
う
に
す
る
、
ど
こ
か
ら
で
も
始
め
ら
れ
か
つ

ど
こ
ま
で
歩
く
の
か
も
自
由
に
選
択
で
き
る
コ
ー
ス
に
す
る
、
以
上
の
よ
う

な
考
え
方
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
い
ず
れ
も
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
地
域
全

体
の
活
力
醸
成
に
昇
華
さ
せ
る
う
え
で
は
欠
か
せ
な
い
視
点
で
あ
る
。 

 

行
政
の
支
援
と
和
田
さ
ん
達
の
も
つ
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
力
が
見
事
に
結
集
し
た
こ
と
が
今
日
ま
で
の
推
進
力
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
連
携
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
り
、
深
化
し
、
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
に
連
動
し
て

生
ま
れ
る
様
々
な
可
能
性
が
形
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
（
齋
藤
典
生
） 
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記
憶
と
記
録
に
触
れ
な
が
ら 

―
『
ふ
る
さ
と
大
子 

く
ら
し
の
記
憶
』
編
集
後
記
― 

横
倉
要
次 

 

こ
の
ほ
ど
亡
き
義
父
（
以
下
、
父
と
表
記
）
石
井
喜
志
夫
の
著
作
を
ま
と
め

て
、『
ふ
る
さ
と
大
子
く
ら
し
の
記
憶
』
を
上
梓
い
た
し
ま
し
た
。
生
前
父
は
、

大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
員
や
大
子
遊
史
の
会
会
員
と
し
て
活
動
し
、
本

誌
『
ほ
な
い
歴
史
通
信
』
に
も
、
た
び
た
び
原
稿
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
本
誌
第
七
一
号
で
は
、
追
悼
の
特
集
を
組
ん
で
い
た
だ
く

な
ど
、
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
本
書
を
ま
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
を
紹
介
し
ま
す
。
父
は
教

員
退
職
後
に
、
家
族
向
け
に
手
作
り
の
自
分
史
を
作
成
し
ま
し
た
。
生
い
立

ち
や
少
年
時
代
、
戦
時
中
や
戦
後
の
生
活
、
教
員
時
代
の
出
来
事
と
と
も
に
、

当
時
の
農
村
の
仕
事
や
産
業
、
農
家
の
行
事
や
習
慣
な
ど
を
、
水
彩
の
挿
画

も
添
え
て
詳
細
に
記
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
も
と
に
な
り
、
本
誌
で
連
載

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
学
校
や
農
家
を
テ
ー
マ
に
し
た
各
シ
リ
ー
ズ
が
生
ま

れ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
父
は
社
会
科
の
教
員
で
、『
大
子
町
史
』
の
編
さ
ん

事
業
に
関
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ふ
る
さ
と
大
子
の
歴
史
に
愛
着
を
持
っ
て

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
地
元
の
史
資
料
の
掘
り
起
こ
し
と
、
収
集
お
よ
び 

 

調
査
も
進
め
て
い
た
よ
う
で
す
。

そ
れ
ら
の
成
果
の
一
部
は
、
本

誌
は
も
と
よ
り
『
広
報
だ
い
ご
』

内
の
「
大
子
の
歴
史
散
歩
」
等

で
、
随
時
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
原
稿
や
著
作
物 

を
整
理
し
、
自
分
史
内
に
収
め

ら
れ
た
未
発
表
の
内
容
も
含
め

て
再
構
成
し
、
一
冊
に
ま
と
め 

 
 

 
 

た
の
が
本
書
で
す
。
特
に
、
父
が
描
い
た
挿
画
は
ほ
と
ん
ど
が
彩
色
さ
れ
て

お
り
、
カ
ラ
ー
印
刷
で
残
し
た
い
と
い
う
企
画
の
意
図
も
あ
り
ま
し
た
。 

次
に
、
簡
単
に
本
書
の
構
成
と
内
容
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

〇
「
学
校
昔
シ
リ
ー
ズ
」 

小
学
校
時
代
を
過
ご
し
た
佐
原
小
学
校
初
原
分
教
場
の
思
い
出
を

も
と
に
、
当
時
の
学
校
生
活
の
風
景
や
子
供
た
ち
の
姿
を
記
録 

〇
「
昭
和
の
初
め
の
頃
の
農
家
の
仕
事
シ
リ
ー
ズ
」「
同 

農
家
の
行
事
シ

リ
ー
ズ
」
「
同 

農
家
の
工
夫
シ
リ
ー
ズ
」 

 
 

少
年
時
代
と
青
年
時
代
を
過
ご
し
た
佐
原
周
辺
で
、
見
た
り
聞
い
た

り
し
た
こ
と
、
体
験
し
た
こ
と
の
記
憶
を
も
と
に
、
昭
和
前
期
の
県
北

山
間
地
域
の
農
村
風
景
や
仕
事
の
様
子
、
人
々
の
生
活
や
行
事
を
記
録 

〇
「
大
子
の
歴
史
散
歩
シ
リ
ー
ズ
」 

 
 

江
戸
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
文
書
資
料
や
史
跡
、
出
来
事

や
史
実
な
ど
を
取
り
上
げ
、
先
人
の
取
り
組
み
や
思
い
を
紹
介 

本
書
を
ま
と
め
る
に
当
た
り
、
筆
者
も
父
が
取
り
上
げ
た
史
跡
や
場
所
を
、 

可
能
な
限
り
訪
ね
て
み
ま
し
た
。
歴
史
散
歩
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
た
洪
水
の

教
訓
を
伝
え
る
「
可
恐
」
の
碑
が
、
町
内
に
は
三
基
あ
る
よ
う
で
す
が
、
令

和
元
年
（
二
〇
一
九
）
十
月
の
台
風
被
害
を
後
世
に
伝
え
る
石
碑
が
、
新
た
に

久
野
瀬
の
諏
訪
神
社
入
口
に
建
立
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
父
も
保
存
を

願
っ
て
い
た
町
内
に
残
る
小
中
学
校
の
木
造
校
舎
が
、
平
成
二
十
六
年
（
二

〇
一
四
）
以
降
、
次
々
と
国
登
録
有
形
文
化
財
に
な
っ
た
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。 

歴
史
に
学
び
そ
れ
を
伝
え
る
活
動
や
、
歴
史
や
文
化
を
大
切
に
し
て
活
用

す
る
取
り
組
み
が
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
状
況
を
、
き
っ
と
父
も
喜

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
町
外
出
身
の
筆
者
で
す
が
、
父
の
記
憶
と
記
録
に

触
れ
な
が
ら
足
跡
を
た
ど
り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。 

大
子
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
亡
き
父
の
活
動
の
一
端
や
思

い
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
本
誌
『
ほ
な
い
歴
史
通
信
』
に
、
重
ね
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
本
誌
の
益
々
の
発
展
と
充
実
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

（
常
陸
太
田
市
内
在
住
） 

『
図
説 

茨
城
の
城
郭 

３
』
を
刊
行
し
ま
し
た 青

木
義
一 

 

藪
を
か
き
わ
け
つ
つ
茨
城
県
内
に
残
さ
れ
た
城
郭
を
訪
ね
歩
い
て
き
た

茨
城
城
郭
研
究
会
は
、
今
年
三
月
に
『
図
説 

茨
城
の
城
郭 

３
』
を
刊
行

し
ま
し
た
。
大
子
町
の
城
郭
は
、
前
二
冊
『
図
説 

茨
城
の
城
郭
』『
続 

図

説 

茨
城
の
城
郭
』
で
月
居
城
、
町
付
城
等
十
八
城
を
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、

本
書
で
は
最
近
確
認
さ
れ
た
城
郭
も
含
め
、
新
た
に
二
十
三
城
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。 

大
子
町
は
袋
田
の
滝
や
男
体
山
な
ど
が
あ
る
風
光
明
媚
な
町
で
す
が
、
戦

国
時
代
は
金
が
採
れ
た
こ
と
か
ら
、
佐
竹
氏
と
白
河
結
城
氏
の
間
で
激
し
い

争
奪
戦
が
行
わ
れ
、
多
数
の
城
館
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。
町
内
に
存
在
す
る

城
館
が
、
そ
の
戦
い
の
生
き
証
人
で
す
。 

そ
の
時
代
か
ら
続
く
人
達
の
子
孫
も
今
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。
本
書
は
茨

城
県
立
歴
史
館
、
常
陸
太
田
市
郷
土
資
料
館
に
て
一
二
〇
〇
円
で
販
売
し
て

お
り
ま
す
。
本
書
を
通
し
て
先
祖
の
人
達
が
生
き
た
時
代
を
偲
ぶ
の
は
如
何

で
し
ょ
う
か
。 

大
子
町
で
は
今
も
続
々
と
新
し
い
城
郭
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
続
編
『
図
説 

茨
城
の
城
郭 

４
』
等
で
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
茨
城
城
郭
研
究
会
） 

 

大子町に残る城郭を縄張図

とともに紹介しています 

西金御城 

相川要害 

町付向館 
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記
憶
と
記
録
に
触
れ
な
が
ら 

―
『
ふ
る
さ
と
大
子 

く
ら
し
の
記
憶
』
編
集
後
記
― 

横
倉
要
次 

 

こ
の
ほ
ど
亡
き
義
父
（
以
下
、
父
と
表
記
）
石
井
喜
志
夫
の
著
作
を
ま
と
め

て
、『
ふ
る
さ
と
大
子
く
ら
し
の
記
憶
』
を
上
梓
い
た
し
ま
し
た
。
生
前
父
は
、

大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
員
や
大
子
遊
史
の
会
会
員
と
し
て
活
動
し
、
本

誌
『
ほ
な
い
歴
史
通
信
』
に
も
、
た
び
た
び
原
稿
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
本
誌
第
七
一
号
で
は
、
追
悼
の
特
集
を
組
ん
で
い
た
だ
く

な
ど
、
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
本
書
を
ま
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
を
紹
介
し
ま
す
。
父
は
教

員
退
職
後
に
、
家
族
向
け
に
手
作
り
の
自
分
史
を
作
成
し
ま
し
た
。
生
い
立

ち
や
少
年
時
代
、
戦
時
中
や
戦
後
の
生
活
、
教
員
時
代
の
出
来
事
と
と
も
に
、

当
時
の
農
村
の
仕
事
や
産
業
、
農
家
の
行
事
や
習
慣
な
ど
を
、
水
彩
の
挿
画

も
添
え
て
詳
細
に
記
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
も
と
に
な
り
、
本
誌
で
連
載

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
学
校
や
農
家
を
テ
ー
マ
に
し
た
各
シ
リ
ー
ズ
が
生
ま

れ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
父
は
社
会
科
の
教
員
で
、『
大
子
町
史
』
の
編
さ
ん

事
業
に
関
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ふ
る
さ
と
大
子
の
歴
史
に
愛
着
を
持
っ
て

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
地
元
の
史
資
料
の
掘
り
起
こ
し
と
、
収
集
お
よ
び 

 

調
査
も
進
め
て
い
た
よ
う
で
す
。

そ
れ
ら
の
成
果
の
一
部
は
、
本

誌
は
も
と
よ
り
『
広
報
だ
い
ご
』

内
の
「
大
子
の
歴
史
散
歩
」
等

で
、
随
時
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
原
稿
や
著
作
物 

を
整
理
し
、
自
分
史
内
に
収
め

ら
れ
た
未
発
表
の
内
容
も
含
め

て
再
構
成
し
、
一
冊
に
ま
と
め 

 
 

 
 

た
の
が
本
書
で
す
。
特
に
、
父
が
描
い
た
挿
画
は
ほ
と
ん
ど
が
彩
色
さ
れ
て

お
り
、
カ
ラ
ー
印
刷
で
残
し
た
い
と
い
う
企
画
の
意
図
も
あ
り
ま
し
た
。 

次
に
、
簡
単
に
本
書
の
構
成
と
内
容
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

〇
「
学
校
昔
シ
リ
ー
ズ
」 

小
学
校
時
代
を
過
ご
し
た
佐
原
小
学
校
初
原
分
教
場
の
思
い
出
を

も
と
に
、
当
時
の
学
校
生
活
の
風
景
や
子
供
た
ち
の
姿
を
記
録 

〇
「
昭
和
の
初
め
の
頃
の
農
家
の
仕
事
シ
リ
ー
ズ
」「
同 

農
家
の
行
事
シ

リ
ー
ズ
」
「
同 

農
家
の
工
夫
シ
リ
ー
ズ
」 

 
 

少
年
時
代
と
青
年
時
代
を
過
ご
し
た
佐
原
周
辺
で
、
見
た
り
聞
い
た

り
し
た
こ
と
、
体
験
し
た
こ
と
の
記
憶
を
も
と
に
、
昭
和
前
期
の
県
北

山
間
地
域
の
農
村
風
景
や
仕
事
の
様
子
、
人
々
の
生
活
や
行
事
を
記
録 

〇
「
大
子
の
歴
史
散
歩
シ
リ
ー
ズ
」 

 
 

江
戸
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
文
書
資
料
や
史
跡
、
出
来
事

や
史
実
な
ど
を
取
り
上
げ
、
先
人
の
取
り
組
み
や
思
い
を
紹
介 

本
書
を
ま
と
め
る
に
当
た
り
、
筆
者
も
父
が
取
り
上
げ
た
史
跡
や
場
所
を
、 

可
能
な
限
り
訪
ね
て
み
ま
し
た
。
歴
史
散
歩
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
た
洪
水
の

教
訓
を
伝
え
る
「
可
恐
」
の
碑
が
、
町
内
に
は
三
基
あ
る
よ
う
で
す
が
、
令

和
元
年
（
二
〇
一
九
）
十
月
の
台
風
被
害
を
後
世
に
伝
え
る
石
碑
が
、
新
た
に

久
野
瀬
の
諏
訪
神
社
入
口
に
建
立
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
父
も
保
存
を

願
っ
て
い
た
町
内
に
残
る
小
中
学
校
の
木
造
校
舎
が
、
平
成
二
十
六
年
（
二

〇
一
四
）
以
降
、
次
々
と
国
登
録
有
形
文
化
財
に
な
っ
た
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。 

歴
史
に
学
び
そ
れ
を
伝
え
る
活
動
や
、
歴
史
や
文
化
を
大
切
に
し
て
活
用

す
る
取
り
組
み
が
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
状
況
を
、
き
っ
と
父
も
喜

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
町
外
出
身
の
筆
者
で
す
が
、
父
の
記
憶
と
記
録
に

触
れ
な
が
ら
足
跡
を
た
ど
り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。 

大
子
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
亡
き
父
の
活
動
の
一
端
や
思

い
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
本
誌
『
ほ
な
い
歴
史
通
信
』
に
、
重
ね
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
本
誌
の
益
々
の
発
展
と
充
実
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

（
常
陸
太
田
市
内
在
住
） 

『
図
説 

茨
城
の
城
郭 

３
』
を
刊
行
し
ま
し
た 青

木
義
一 

 

藪
を
か
き
わ
け
つ
つ
茨
城
県
内
に
残
さ
れ
た
城
郭
を
訪
ね
歩
い
て
き
た

茨
城
城
郭
研
究
会
は
、
今
年
三
月
に
『
図
説 

茨
城
の
城
郭 

３
』
を
刊
行

し
ま
し
た
。
大
子
町
の
城
郭
は
、
前
二
冊
『
図
説 

茨
城
の
城
郭
』『
続 

図

説 

茨
城
の
城
郭
』
で
月
居
城
、
町
付
城
等
十
八
城
を
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、

本
書
で
は
最
近
確
認
さ
れ
た
城
郭
も
含
め
、
新
た
に
二
十
三
城
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。 

大
子
町
は
袋
田
の
滝
や
男
体
山
な
ど
が
あ
る
風
光
明
媚
な
町
で
す
が
、
戦

国
時
代
は
金
が
採
れ
た
こ
と
か
ら
、
佐
竹
氏
と
白
河
結
城
氏
の
間
で
激
し
い

争
奪
戦
が
行
わ
れ
、
多
数
の
城
館
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。
町
内
に
存
在
す
る

城
館
が
、
そ
の
戦
い
の
生
き
証
人
で
す
。 

そ
の
時
代
か
ら
続
く
人
達
の
子
孫
も
今
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。
本
書
は
茨

城
県
立
歴
史
館
、
常
陸
太
田
市
郷
土
資
料
館
に
て
一
二
〇
〇
円
で
販
売
し
て

お
り
ま
す
。
本
書
を
通
し
て
先
祖
の
人
達
が
生
き
た
時
代
を
偲
ぶ
の
は
如
何

で
し
ょ
う
か
。 

大
子
町
で
は
今
も
続
々
と
新
し
い
城
郭
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
続
編
『
図
説 

茨
城
の
城
郭 

４
』
等
で
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
茨
城
城
郭
研
究
会
） 

 

大子町に残る城郭を縄張図

とともに紹介しています 

西金御城 

相川要害 

町付向館 



拝 殿 

大
子
町
・
鎮
守
の
杜
（
一
二
） 

羽 

黒 

神 

社
（
大
子
町
上
金
沢
一
二
八
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
根
信
和 

 
 

  

Ｊ
Ｒ
水
郡
線
常
陸
大
子
駅
か
ら
押
川
に
沿
っ
て
国
道
四
六
一
号
を
走
る
こ 

と
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
相
川
口
の
左
側
に
羽
黒
神
社
の
社
号
標
と
鳥
居
が 

建
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
徒
歩
約
五
分
で
、
神
社
の
境
内
に
着
く
。
そ
こ
に 

は
羽
黒
神
社
・
松
尾
神
社
・
稲
荷
神
社
の
記
念
碑
、
拝
殿
改
築
記
念
碑
、
当 

社
手
洗
願
主
塚
田
奉
納
石
碑
（
寛
保
元
年
）
、
庚
申
塔
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。 

 

両
部
型
の
鳥
居
の
前
に
は
願
主
塚
田
律
男
奉
納
の
石
灯
篭
（
大
正
三
年
三 

月
二
十
一
日
）
、
五
段
の
石
段
を
上
る
と
拝
殿
に
着
く
。
拝
殿
は
流
造
の
鉄
板 

葺
、
間
口
三
間
半
、
奥
行
二
間
の
約
六
坪
。
拝
殿
右
手
に
は
神
輿
舎
が
あ
る
。 

本
殿
は
、
拝
殿
裏
手
か
ら
二
五
五
段
の
急
な
石
段
を
息
も
絶
え
絶
え
上
る 

こ
と
約
二
〇
分
の
所
、
切
り
立
っ
た
巨
岩
の
上
に
あ
る
。
そ
の
た
め
か
、
別

名
剣
ケ
峰
神
社
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
本
殿
は
、
巨
大
な
岩
盤
上
に
建
て
ら

れ
た
覆
屋
の
中
に
あ
り
、
東
南
向
き
、
流
造
の
木
羽
葺
、
方
一
間
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
社
寺
建
築
に
つ
い
て
学
ぶ
べ
き
個
所
が
豊
富
で
、
見
事
な
建
築

手
法
や
彫
刻
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

本
殿
左
手
に
は
末
社
稲
荷
神
社
が
あ
る
。
内
部
に
保
管
さ
れ
て
い
る
棟
札

を
見
る
と
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
、
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
、
嘉
永
二
年
（
一

八
四
九
）
、
安
永
三
年
（
一
八
五
六
）
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
、
昭
和
八
年

（
一
九
三
三
）
の
六
枚
が
残
っ
て
お
り
、
屋
根
や
土
台
の
修
理
歴
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。 

ま
た
、
本
殿
へ
の
石
段
を
上
る
手
前
の
参
道
を
奥
に
進
む
こ
と
約
二
〇
メ

ー
ト
ル
の
所
に
、
末
社
松
尾
神
社
が
鎮
座
し
て
い
る
。
建
物
の
規
模
は
、
前

記
稲
荷
神
社
と
同
じ
で
あ
る
。
当
末
社
内
に
は
八
枚
の
棟
札
が
残
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。 

安
永
九
庚
子
年
奉
三
月
吉
祥
日
、
寺
社
奉
行
渡
辺
九
左
衛
門
、
伊
藤
佐

市
衛
門
、
庄
屋
塚
田
六
郎
。
組
頭
綿
引
杢
衛
門
、
國
谷
□
□
、
藤
田
□

右
衛
門
。
惣
産
□
□
。
奉
修
葺
松
尾
大
明
神
。
別
当
万
学
院
法
印
恭
覚

（
裏
書
）
（
梵
字
）
常
州
久
慈
郡
上
金
沢
村
釼
之
峯
末
社 

こ
れ
は
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
の
修
理
の
記
録
で
あ
る
。
な
お
、『
茨
城
県

神
社
誌
』
に
は
、
こ
れ
ら
二
社
の
ほ
か
に
末
社
と
し
て
浅
間
神
社
、
天
満
宮
、

淡
島
神
社
、
金
比
羅
神
社
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

羽
黒
神
社
の
祭
神
は
倉
稲
魂
命
（
う
か
の
み
た
ま
の
み
こ
と
）
で
、
伊
弉
諾
（
イ

ザ
ナ
ギ
）
、
伊
弉
冉
（
イ
ザ
ナ
ミ
）
の
子
で
あ
る
。
衣
・
食
・
住
の
神
、
幸
福
の

神
、
商
売
繁
盛
の
神
と
し
て
広
く
信
仰
を
集
め
、
稲
荷
神
と
し
て
古
来
よ
り

数
多
く
の
里
人
が
参
拝
し
た
神
社
で
あ
る
。 

『
茨
城
県
神
社
誌
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
社
伝
」
に
よ
る
と
、
松
尾
神

社
は
延
暦
年
間
（
七
八
二
～
八
〇
六
）
の
蝦
夷
遠
征
の
折
に
、
坂
上
田
村
麻
呂

が
近
江
の
坂
本
神
社
の
分
霊
を
移
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

蝦
夷
を
征
服
し
た
帰
り
に
田
村
麻
呂
が
出
羽
の
羽
黒
神
社
に
立
ち
寄
り
、
そ

の
分
霊
を
祀
っ
た
の
が
当
羽
黒
神
社
の
謂
れ
と
も
伝
え
ら
れ
る
。 

羽
黒
神
社
の
例
祭
は
春
三
月
、
流
鏑
馬
の
神
事
が
行
わ
れ
る
。
神
紋
は
左

三
巴
紋
で
あ
る
。
当
社
の
本
殿
は
羽
黒
山
頂
に
、
山
麓
に
は
拝
殿
が
鎮
座
し

て
い
る
。
全
山
が
杉
林
で
、
鎮
守
の
杜
を
形
成
し
て
い
る
。
五
月
の
取
材
時
、

山
頂
の
本
殿
か
ら
は
北
、
南
、
東
の
方
向
に
田
植
え
が
終
わ
っ
た
水
田
を
見

下
ろ
す
こ
と
が
で
き
た
。
あ
た
か
も
、
神
が
人
々
を
見
守
っ
て
い
て
く
れ
る

神
域
の
よ
う
な
景
観
で
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
。 

 
 

（
水
戸
市
在
住
） 

 

本 殿 

庶
民
の
教
育
と
筆
子
塚
の
碑 

下
重
康
男 

 

江
戸
時
代
の
庶
民
教
育
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
大
子
町
史 
通
史
編 

上
巻
』
に
よ
れ
ば
、
通
常
は
寺
子
屋
な
ど
で
行
わ
れ

て
い
た
と
言
う
。
し
か
し
、
寺
子
屋
や
私
塾
な
ど
で
の
教
育
の
様
子
を
示
す

記
録
は
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
い
。
ま
し
て
城
下
町
か
ら
遠
く
離
れ
た
辺
境
の

地
の
庶
民
は
勉
学
の
機
会
に
す
ら
恵
ま
れ
な
か
っ
た
と
思
う
。 

し
か
し
、
大
子
地
方
に
は
そ
れ
な
り
の
寺
子
屋
や
私
塾
で
勉
学
す
る
機
会

が
あ
っ
た
。
そ
の
一
端
は
、
筆
子
塚
の
碑
、
私
塾
依
上
芦
野
倉
三
光
院
、
同

じ
く
依
上
塙
成
明
塾
、
大
子
の
郷
校
文
武
館
な
ど
か
ら
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
る
。 

そ
こ
で
、
筆
子
塚
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
筆
子
と
は
、
勉
学
に
勤
し

む
子
弟
を
指
し
、
亡
く
な
っ
た
師
匠
を
偲
ん
で
筆
子
た
ち
が
建
て
た
碑
を
筆

子
塚
と
呼
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
黒
沢
中
郷
の
大
雲
寺
（
町
付
慈
雲
寺
末
寺
）

の
傍
ら
の
観
音
堂
境
内
に
あ
る
幕
末
期
の
筆
子
塚
が
知
ら
れ
て
い
る
。 

今
回
紹
介
す
る
筆
子
塚
は
、
今
よ
り
二
百
二
十
数
年
前
の
寛
政
九
年
（
一

七
九
七
）
の
碑
で
あ
る
。
そ
の
場
所
は
、
下
野
宮
生
手
内
か
ら
、
新
発
見
の
中

世
の
板
碑
の
あ
る
産
土
秋
葉
神
社
前
よ
り
水
郡
線
陸
橋
、
久
慈
川
赤
橋
を
渡

り
茨
城
大
学
研
修
所
右
隣
り
路
端
に
あ
る
。
か
つ
て
烈
公
が
水
府
村
高
倉
の

安
寺
持
方
を
巡
視
し
た
お
り
、
烈
公
は
地
元
民
の
質
朴
の
風
習
と
精
農
ぶ
り

を
感
心
し
「
百
姓
に
学
問
は
い
ら
ぬ
。
手
習
い
は
農
耕
の
妨
げ
に
な
る
」
と

教
示
し
た
と
言
う
（
石
井
良
一
『
奥
久
慈
膝
く
り
げ
』
）
。
こ
の
よ
う
に
百
姓
庶
民

が
勉
学
に
取
り
組
む
環
境
に
な
い
な
か
で
、
辺
境
地
の
庶
民
百
姓
の
子
弟
が

筆
子
塚
を
造
立
し
た
こ
と
は
驚
き
で
あ
る
。 

 

次
に
、
筆
子
塚
碑
の
内
容
を
示
そ
う
。
現
地
に
建
て
ら
れ
た
説
明
碑
に
は
、

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
碑
は
、
今
か
ら
二
百
十
九
年
前
の
寛
政
九
年
（
西
暦
一
七
九
七
年
）
筆

子
中
が
造
立
し
た
。
恩
師
匠
の
一
周
忌
供
養
碑
で
あ
る
。
悲
し
い
か
な
、
昭
和

三
十
年
代
頃
不
逞
者
に
よ
る
倒
壊
、
そ
の
後
、
道
路
改
良
と
共
に
路
傍
に
放
置

さ
れ
た
儘
今
日
に
致
る
。
誠
に
忍
び
難
い
。
往
時
ど
の
よ
う
な
事
情
か
定
か
で

は
無
い
が
、
こ
の
辺
境
地
で
「
読
み
書
き
算
盤
」
な
ど
、
そ
の
教
え
の
功
労
に

感
謝
し
、
こ
こ
に
金
剛
山
慈
雲
寺
五
十
世
中
山
龍
雄
住
職
に
よ
り
奉
供
養
す

る
。 

 
 

 
 

 
 

 

記 

 
 

出
身
地 

奥
州
三
春
領
（
福
島
県
三
春
町
） 

 
 

戒 

名 

転
識
成
智
清
信
士 

俗 

名 

宗
像
本
庵
忠
恕 

 
 

没 

年 

寛
政
八
年
十
二
月
一
日 

 
 

造
立
年 

寛
政
九
年
十
一
月
一
日 

維
時 

平
成
二
十
八
年
十
二
月
吉
日 

 
 

 
 

 
 

 

施
主 

桐
ノ
草 

叶 

下
重 

勇 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 

吉 

下
重
康
男 

          

こ
の
碑
か
ら
、
下
野
宮
の
地
に
奥
州
三
春
出
身
の
寺
子
屋
師
匠
が
い
た
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
寄
稿
文
を
書
き
な
が
ら
想
起
し
た
の
は
、
水
墨

画
の
巨
匠
雪
村
が
亡
く
な
っ
た
地
が
三
春
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
大
子
町
下
野
宮
在
住
） 

右側が筆子塚の墓塔 
左側が説明碑（下重康男撰文） 
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拝 殿 

大
子
町
・
鎮
守
の
杜
（
一
二
） 

羽 

黒 

神 

社
（
大
子
町
上
金
沢
一
二
八
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
根
信
和 

 
 

  

Ｊ
Ｒ
水
郡
線
常
陸
大
子
駅
か
ら
押
川
に
沿
っ
て
国
道
四
六
一
号
を
走
る
こ 

と
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
相
川
口
の
左
側
に
羽
黒
神
社
の
社
号
標
と
鳥
居
が 

建
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
徒
歩
約
五
分
で
、
神
社
の
境
内
に
着
く
。
そ
こ
に 

は
羽
黒
神
社
・
松
尾
神
社
・
稲
荷
神
社
の
記
念
碑
、
拝
殿
改
築
記
念
碑
、
当 

社
手
洗
願
主
塚
田
奉
納
石
碑
（
寛
保
元
年
）
、
庚
申
塔
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。 

 

両
部
型
の
鳥
居
の
前
に
は
願
主
塚
田
律
男
奉
納
の
石
灯
篭
（
大
正
三
年
三 

月
二
十
一
日
）
、
五
段
の
石
段
を
上
る
と
拝
殿
に
着
く
。
拝
殿
は
流
造
の
鉄
板 

葺
、
間
口
三
間
半
、
奥
行
二
間
の
約
六
坪
。
拝
殿
右
手
に
は
神
輿
舎
が
あ
る
。 

本
殿
は
、
拝
殿
裏
手
か
ら
二
五
五
段
の
急
な
石
段
を
息
も
絶
え
絶
え
上
る 

こ
と
約
二
〇
分
の
所
、
切
り
立
っ
た
巨
岩
の
上
に
あ
る
。
そ
の
た
め
か
、
別

名
剣
ケ
峰
神
社
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
本
殿
は
、
巨
大
な
岩
盤
上
に
建
て
ら

れ
た
覆
屋
の
中
に
あ
り
、
東
南
向
き
、
流
造
の
木
羽
葺
、
方
一
間
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
社
寺
建
築
に
つ
い
て
学
ぶ
べ
き
個
所
が
豊
富
で
、
見
事
な
建
築

手
法
や
彫
刻
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

本
殿
左
手
に
は
末
社
稲
荷
神
社
が
あ
る
。
内
部
に
保
管
さ
れ
て
い
る
棟
札

を
見
る
と
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
、
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
、
嘉
永
二
年
（
一

八
四
九
）
、
安
永
三
年
（
一
八
五
六
）
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
、
昭
和
八
年

（
一
九
三
三
）
の
六
枚
が
残
っ
て
お
り
、
屋
根
や
土
台
の
修
理
歴
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。 

ま
た
、
本
殿
へ
の
石
段
を
上
る
手
前
の
参
道
を
奥
に
進
む
こ
と
約
二
〇
メ

ー
ト
ル
の
所
に
、
末
社
松
尾
神
社
が
鎮
座
し
て
い
る
。
建
物
の
規
模
は
、
前

記
稲
荷
神
社
と
同
じ
で
あ
る
。
当
末
社
内
に
は
八
枚
の
棟
札
が
残
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。 

安
永
九
庚
子
年
奉
三
月
吉
祥
日
、
寺
社
奉
行
渡
辺
九
左
衛
門
、
伊
藤
佐

市
衛
門
、
庄
屋
塚
田
六
郎
。
組
頭
綿
引
杢
衛
門
、
國
谷
□
□
、
藤
田
□

右
衛
門
。
惣
産
□
□
。
奉
修
葺
松
尾
大
明
神
。
別
当
万
学
院
法
印
恭
覚

（
裏
書
）
（
梵
字
）
常
州
久
慈
郡
上
金
沢
村
釼
之
峯
末
社 

こ
れ
は
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
の
修
理
の
記
録
で
あ
る
。
な
お
、『
茨
城
県

神
社
誌
』
に
は
、
こ
れ
ら
二
社
の
ほ
か
に
末
社
と
し
て
浅
間
神
社
、
天
満
宮
、

淡
島
神
社
、
金
比
羅
神
社
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

羽
黒
神
社
の
祭
神
は
倉
稲
魂
命
（
う
か
の
み
た
ま
の
み
こ
と
）
で
、
伊
弉
諾
（
イ

ザ
ナ
ギ
）
、
伊
弉
冉
（
イ
ザ
ナ
ミ
）
の
子
で
あ
る
。
衣
・
食
・
住
の
神
、
幸
福
の

神
、
商
売
繁
盛
の
神
と
し
て
広
く
信
仰
を
集
め
、
稲
荷
神
と
し
て
古
来
よ
り

数
多
く
の
里
人
が
参
拝
し
た
神
社
で
あ
る
。 

『
茨
城
県
神
社
誌
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
社
伝
」
に
よ
る
と
、
松
尾
神

社
は
延
暦
年
間
（
七
八
二
～
八
〇
六
）
の
蝦
夷
遠
征
の
折
に
、
坂
上
田
村
麻
呂

が
近
江
の
坂
本
神
社
の
分
霊
を
移
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

蝦
夷
を
征
服
し
た
帰
り
に
田
村
麻
呂
が
出
羽
の
羽
黒
神
社
に
立
ち
寄
り
、
そ

の
分
霊
を
祀
っ
た
の
が
当
羽
黒
神
社
の
謂
れ
と
も
伝
え
ら
れ
る
。 

羽
黒
神
社
の
例
祭
は
春
三
月
、
流
鏑
馬
の
神
事
が
行
わ
れ
る
。
神
紋
は
左

三
巴
紋
で
あ
る
。
当
社
の
本
殿
は
羽
黒
山
頂
に
、
山
麓
に
は
拝
殿
が
鎮
座
し

て
い
る
。
全
山
が
杉
林
で
、
鎮
守
の
杜
を
形
成
し
て
い
る
。
五
月
の
取
材
時
、

山
頂
の
本
殿
か
ら
は
北
、
南
、
東
の
方
向
に
田
植
え
が
終
わ
っ
た
水
田
を
見

下
ろ
す
こ
と
が
で
き
た
。
あ
た
か
も
、
神
が
人
々
を
見
守
っ
て
い
て
く
れ
る

神
域
の
よ
う
な
景
観
で
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
。 

 
 

（
水
戸
市
在
住
） 

 

本 殿 
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久
慈
川
を
利
用
し
た
御
城
米
輸
送
の
始
ま
り 

 

江
戸
時
代
に
水
戸
藩
領
で
あ
っ
た
保
内
で
は
、
御
城
米
（
年
貢
米
）
を
水
戸

ま
で
運
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
搬
送
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
が

久
慈
川
の
水
運
で
し
た
。
保
内
地
方
か
ら
久
慈
川
に
下
ろ
さ
れ
た
御
城
米
は
、

経
由
地
と
な
る
山
方
河
岸
（
旧
山
方
町
）
や
高
和
田
河
岸
（
旧
大
宮
町
）
ま
で
船

で
運
ば
れ
、
陸
路
で
那
珂
川
ま
で
搬
送
さ
れ
た
後
、
そ
こ
か
ら
再
び
水
運
に

よ
っ
て
水
戸
に
運
び
込
ま
れ
ま
す
。 

し
か
し
、
久
慈
川
水
運
は
使
い
や
す
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

上
流
部
は
水
深
が
浅
く
、
石
も
多
い
た
め
、
江
戸
時
代
後
期
に
水
運
に
利
用

で
き
た
の
は
下
野
宮
以
南
だ
け
で
し
た
（
「
水
府
志
料
」
）
。
山
方
河
岸
・
高
和
田

河
岸
ま
で
向
か
う
途
中
に
は
難
所
の
鰐
ヶ
淵
が
あ
り
、
御
城
米
を
載
せ
た
船

が
た
び
た
び
破
損
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
冬
の
渇
水
の
時
期
に
は
、
水
量
が

足
り
ず
に
船
の
使
用
自
体
が
困
難
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

久
慈
川
に
よ
る
御
城
米
輸
送
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
記
録
に
は
出
て
く
る
も

の
の
、
そ
れ
以
前
の
利
用
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
江
戸
時

代
前
・
中
期
の
久
慈
川
の
年
貢
輸
送
に
つ
い
て
史
料
か
ら
確
認
し
て
み
ま
す
。 

 

江
戸
時
代
初
め
の
久
慈
川
利
用
に
つ
い
て
の
記
録
は
ほ
ぼ
残
っ
て
お
ら
ず
、

詳
し
い
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
に
保
内
（
大
子
）
地

域
で
生
産
さ
れ
た
薪
が
、
武
茂
（
旧
馬
頭
町
）
や
長
倉
（
旧
御
前
山
村
）
で
生
産

さ
れ
た
も
の
と
共
に
、
那
珂
川
水
運
で
水
戸
ま
で
運
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

（
「
寛
永
文
書
」
）
、
水
戸
へ
の
輸
送
に
あ
ま
り
積
極
的
に
久
慈
川
水
運
が
利
用

さ
れ
て
い
な
い
印
象
を
受
け
ま
す
。
久
慈
川
上
流
部
に
は
天
領
塙
や
棚
倉
藩

が
位
置
し
て
い
た
た
め
、
天
和
・
貞
享
年
間
（
一
六
八
一
～
八
七
）
頃
か
ら
久

慈
川
を
使
っ
た
奥
州
方
面
の
物
資
輸
送
も
計
画
さ
れ
ま
し
た
が
、
成
功
を
見

な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
（
金
沢
春
友
『
水
戸
天
狗
党
と
久
慈
川
舟
運
』
）
。 

 

保
内
か
ら
の
久
慈
川
を
使
っ
た
御
城
米
輸
送
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
松
平

頼
隆
（
水
戸
藩
二
代
藩
主
光
圀
の
弟
）
を
藩
主
と
し
た
保
内
藩
が
存
在
し
た
時
（
一

六
六
一
～
一
七
〇
〇
）
の
こ
と
で
す
。
頼
隆
は
国
許
に
下
向
せ
ず
江
戸
に
滞
在

し
て
い
た
た
め
、
保
内
地
方
か
ら
の
年
貢
を
江
戸
ま
で
搬
送
す
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
保
内
藩
は
水
戸
藩
の
支
藩
で
あ
っ
た
た
め
、
水
戸
城
下
東
部
の

細
谷
河
岸
付
近
に
蔵
屋
敷
を
設
け
、
そ
こ
を
通
じ
て
江
戸
に
物
資
を
届
け
て

い
た
よ
う
で
す
。
水
戸
城
下
の
蔵
屋
敷
の
政
務
日
誌
が
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）

の
一
年
分
だ
け
残
さ
れ
て
お
り
（
「
諸
色
留
」(

以
下
「
諸
」
と
略)
、
茨
城
県
立
歴

史
館
所
蔵
「
大
和
田
家
文
書
」
）
、
そ
こ
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
ま
す
。 

保
内
筋
村
々
ゟ
上
米
籾
千
弐
百
九
拾
七
俵
取
立
置
候
分
、
川
水
出
次
第

水
戸
御
蔵
ヘ
納
申
度
与
百
姓
共
申
立
候
（
「
諸
」
二
月
十
四
日
条
） 

 

保
内
筋
の
村
々
か
ら
の
上
米
籾
の
取
立
分
を
、
川
（
久
慈
川
）
の
出
水
次
第

で
水
戸
の
蔵
に
納
め
た
い
と
百
姓
達
が
申
し
立
て
て
き
た
と
い
う
記
事
で
す
。

二
月
は
久
慈
川
の
渇
水
期
で
あ
り
、
出
水
を
待
た
な
い
と
年
貢
輸
送
が
困
難

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
本
記
録
か
ら
、
保
内
藩
の
時
代
に
は
御
城
米
が
久
慈

川
を
利
用
し
て
搬
送
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

水
戸
に
運
び
込
ま
れ
た
御
城
米
は
ど
の
よ
う
に
し
て
江
戸
に
運
ば
れ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。
同
年
三
月
十
日
に
な
る
と
北
浦
北
岸
の
串
挽
（
鉾
田
市
）

の
御
船
頭
久
兵
衛
か
ら
、
水
戸
の
蔵
屋
敷
に
「
保
内
上
米
」（
御
城
米
）
の
船

積
の
た
め
の
人
足
が
催
促
さ
れ
て
い
ま
す
（
「
諸
」
三
月
十
一
日
条
）
。
こ
こ
か

ら
、「
保
内
上
米
」
が
串
挽
経
由
で
船
を
利
用
し
、
江
戸
ま
で
運
ば
れ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
水
戸
の
蔵
屋
敷
に
集
め
ら
れ
た
御
城
米
は
、
涸
沼
ま
で
水

運
で
運
ば
れ
ま
し
た
。
涸
沼
で
一
度
陸
揚
げ
さ
れ
た
御
城
米
は
串
引
ま
で
陸

送
さ
れ
ま
す
（
途
中
で
巴
川
水
運
を
使
用
し
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
）
。
串
挽
に
集

め
ら
れ
た
御
城
米
は
再
び
船
に
積
ま
れ
、
北
浦
か
ら
利
根
川
水
運
を
通
じ
て

江
戸
ま
で
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。
久
兵
衛
が
要
求
し
て
い
た
の
は
、
こ
の
時
の

作
業
人
足
で
す
。
保
内
藩
の
時
代
に
は
、「
保
内
―
（
途
中
陸
送
）
―
水
戸
―
涸

沼
―
（
途
中
陸
送
）
―
串
挽
―
北
浦
―
江
戸
」
と
い
う
形
で
の
御
城
米
輸
送
ル

ー
ト
が
存
在
し
、
保
内
か
ら
水
戸
に
運
ば
れ
る
途
中
ま
で
の
間
で
久
慈
川
水

運
が
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
保
内
藩
の
頃
か
ら
、
制
限
は
あ
り
つ
つ

も
久
慈
川
水
運
に
よ
る
御
城
米
輸
送
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。（
藤
井
達
也
） 

 
 

 

炎
と
闘
う
男
た
ち
（
三
） 

 

大
金 

祐
介 

 

  

本
稿
で
は
、
前
回
に
引
き
続
き
、
県
下
随
一
と
評
さ
れ
た
大
子
町
第
一
消

防
組
の
歴
史
を
ご
紹
介
し
た
い
。 

 

大
子
町
第
一
消
防
組
は
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
の
設
置
以
来
、
消

防
ポ
ン
プ
と
し
て
、
腕
用
ポ
ン
プ
を
装
備
し
て
い
た
。
腕
用
ポ
ン
プ
は
、
そ

の
名
の
と
お
り
人
力
を
動
力
源
と
す
る
ポ
ン
プ
で
あ
る
。
同
じ
く
人
力
を
動

力
源
と
す
る
江
戸
時
代
の
竜
吐
水
や
そ
の
改
良
版
で
あ
る
雲
竜
水
に
比
べ
れ

ば
高
性
能
だ
っ
た
が
、
人
力
を
動
力
源
と
す
る
以
上
、
放
水
能
力
や
放
水
時

間
に
限
界
が
あ
っ
た
。 

 

明
治
末
期
に
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
を
動
力
源
と
す
る
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
が

登
場
す
る
と
、
多
く
の
消
防
組
か
ら
注
目
さ
れ
た
。
当
時
、
動
力
源
が
機
械

化
さ
れ
た
消
防
ポ
ン
プ
と
い
え
ば
、
蒸
気
機
関
を
動
力
源
と
す
る
蒸
気
ポ
ン

プ
だ
っ
た
が
、
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
は
、
そ
の
蒸
気
ポ
ン
プ
よ
り
も
は
る
か
に

小
型
で
取
り
扱
い
が
容
易
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
多
く
の
消
防
組
が
ガ
ソ
リ
ン

ポ
ン
プ
の
導
入
を
計
画
し
た
が
、
大
子
町
第
一
消
防
組
も
ま
た
消
防
力
の
向

上
を
目
指
し
て
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
の
導
入
を
計
画
し
た
。 

 

ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
を
導
入
す
る
上
で
最
大
の
障
壁
と
な
っ
た
の
は
、
そ
の

価
格
だ
っ
た
。
腕
用
ポ
ン
プ
が
一
台
五
百
円
前
後
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
ガ

ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
は
一
台
二
千
円
前
後
と
非
常
に
高
価
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
消

防
組
規
則
で
は
、
消
防
組
に
関
す
る
経
費
は
市
町
村
が
負
担
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
た
が
、
当
時
の
大
多
数
の
市
町
村
は
財
政
的
な
余
裕
が
な
く
、
大
子

町
も
ま
た
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
を
導
入
で
き
る
だ
け
の
財
政
的
な
余
裕
は
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、
大
子
町
第
一
消
防
組
で
は
、
外
池
太
一
郎
組
頭
ら
が
金

策
に
奔
走
し
た
。
そ
の
様
子
は
、
次
の
と
お
り
『
い
は
ら
き
』
新
聞
の
記
事

か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。 

「
●
大
子
に
新
喞
筒 

大
子
町
第
一
消
防
組
に
て
は
去
る
廿
九
日
外
池
組
頭

小
頭
以
上
大
子
署
に
参
集
夜
警
開
始
其
他
の
件
を
協
議
し
宿
題
た
り
し
ガ
ソ

リ
ン
喞
筒
を
購
入
す
る
に
決
し
組
の
基
本
金
及
寄
付
金
を
以
て
三
千
円
を
調

達
し
大
子
区
に
対
し
千
五
百
円
の
補
助
を
交
渉
す
る
事
と
な
り
た
り
」（
大
正

十
年
十
二
月
四
日
付
け
第
二
面
） 

「
●
大
子
に
新
喞
筒 

大
子
町
の
懸
案
た
り
し
ガ
ソ
リ
ン
喞
筒
は
愈
四
日
バ

ル
ブ
レ
ス
式
十
八
馬
力
一
台
購
入
す
る
に
決
し
た
る
が
費
用
は
半
額
を
区
よ

り
補
助
し
残
半
額
は
組
基
本
金
及
寄
付
金
に
て
補
充
す
る
筈
な
り
と
」（
大
正

十
一
年
二
月
二
十
日
付
け
第
二
面
） 

 

外
池
組
頭
ら
の
金
策
が
奏
功
し
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
六
月
、
消
防

組
基
本
財
産
か
ら
の
支
出
、
有
志
者
か
ら
の
寄
付
、
大
子
区
か
ら
の
補
助
な

ど
に
よ
り
、
大
子
町
第
一
消
防
組
第
一
部
、
第
二
部
、
第
三
部
に
ガ
ソ
リ
ン

ポ
ン
プ
が
導
入
さ
れ
た
。 

 

そ
の
後
、
大
正
十
五
年
五
月
二
十
日
に
新
設
さ
れ
た
第
五
部
（
栄
町
）
に
は

新
設
と
ほ
ぼ
同
時
に
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
が
導
入
さ
れ
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）

十
一
月
五
日
に
新
設
さ
れ
た
第
六
部
（
愛
宕
町
）
に
は
五
年
一
月
に
ガ
ソ
リ
ン

ポ
ン
プ
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
残
る
第
四
部
に
も
六
年
三
月
に
ガ
ソ
リ

ン
ポ
ン
プ
が
導
入
さ
れ
、
大
子
町
第
一
消
防
組
が
装
備
す
る
消
防
ポ
ン
プ
は

腕
用
ポ
ン
プ
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
に
す
べ
て
置
き
換
え
ら
れ
た
。 

 

『
茨
城
消
防
発
達
史
料
』
に
よ
る
と
、
少
し
遡
る
が
、
昭
和
四
年
度
末
に

お
い
て
、
茨
城
県
内
の
消
防
組
が
装
備
す
る
消
防
ポ
ン
プ
の
台
数
は
、
二
千

百
十
八
台
だ
っ
た
。
こ
の
う
ち
動
力
源
が
機
械
化
さ
れ
た
消
防
ポ
ン
プ
（
ガ

ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
等
）
は
、
僅
か
百
五
十
八
台
で
、
全
体
の
七
％
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
最
も
台
数
が
多
か
っ
た
の
は
腕
用
ポ
ン
プ
で
、
数
に
し
て
千
六
百
五
十

台
、
割
合
に
し
て
七
十
八
％
だ
っ
た
。
江
戸
時
代
の
竜
吐
水
や
雲
竜
水
も
合

わ
せ
て
三
百
十
台
が
未
だ
現
役
で
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
す
べ

て
の
消
防
ポ
ン
プ
を
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
に
置
き
換
え
た
大
子
町
第
一
消
防
組

の
先
進
性
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。 

（
大
子
町
大
子
在
住
） 
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久
慈
川
を
利
用
し
た
御
城
米
輸
送
の
始
ま
り 

 

江
戸
時
代
に
水
戸
藩
領
で
あ
っ
た
保
内
で
は
、
御
城
米
（
年
貢
米
）
を
水
戸

ま
で
運
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
搬
送
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
が

久
慈
川
の
水
運
で
し
た
。
保
内
地
方
か
ら
久
慈
川
に
下
ろ
さ
れ
た
御
城
米
は
、

経
由
地
と
な
る
山
方
河
岸
（
旧
山
方
町
）
や
高
和
田
河
岸
（
旧
大
宮
町
）
ま
で
船

で
運
ば
れ
、
陸
路
で
那
珂
川
ま
で
搬
送
さ
れ
た
後
、
そ
こ
か
ら
再
び
水
運
に

よ
っ
て
水
戸
に
運
び
込
ま
れ
ま
す
。 

し
か
し
、
久
慈
川
水
運
は
使
い
や
す
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

上
流
部
は
水
深
が
浅
く
、
石
も
多
い
た
め
、
江
戸
時
代
後
期
に
水
運
に
利
用

で
き
た
の
は
下
野
宮
以
南
だ
け
で
し
た
（
「
水
府
志
料
」
）
。
山
方
河
岸
・
高
和
田

河
岸
ま
で
向
か
う
途
中
に
は
難
所
の
鰐
ヶ
淵
が
あ
り
、
御
城
米
を
載
せ
た
船

が
た
び
た
び
破
損
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
冬
の
渇
水
の
時
期
に
は
、
水
量
が

足
り
ず
に
船
の
使
用
自
体
が
困
難
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

久
慈
川
に
よ
る
御
城
米
輸
送
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
記
録
に
は
出
て
く
る
も

の
の
、
そ
れ
以
前
の
利
用
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
江
戸
時

代
前
・
中
期
の
久
慈
川
の
年
貢
輸
送
に
つ
い
て
史
料
か
ら
確
認
し
て
み
ま
す
。 

 

江
戸
時
代
初
め
の
久
慈
川
利
用
に
つ
い
て
の
記
録
は
ほ
ぼ
残
っ
て
お
ら
ず
、

詳
し
い
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
に
保
内
（
大
子
）
地

域
で
生
産
さ
れ
た
薪
が
、
武
茂
（
旧
馬
頭
町
）
や
長
倉
（
旧
御
前
山
村
）
で
生
産

さ
れ
た
も
の
と
共
に
、
那
珂
川
水
運
で
水
戸
ま
で
運
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

（
「
寛
永
文
書
」
）
、
水
戸
へ
の
輸
送
に
あ
ま
り
積
極
的
に
久
慈
川
水
運
が
利
用

さ
れ
て
い
な
い
印
象
を
受
け
ま
す
。
久
慈
川
上
流
部
に
は
天
領
塙
や
棚
倉
藩

が
位
置
し
て
い
た
た
め
、
天
和
・
貞
享
年
間
（
一
六
八
一
～
八
七
）
頃
か
ら
久

慈
川
を
使
っ
た
奥
州
方
面
の
物
資
輸
送
も
計
画
さ
れ
ま
し
た
が
、
成
功
を
見

な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
（
金
沢
春
友
『
水
戸
天
狗
党
と
久
慈
川
舟
運
』
）
。 

 

保
内
か
ら
の
久
慈
川
を
使
っ
た
御
城
米
輸
送
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
松
平

頼
隆
（
水
戸
藩
二
代
藩
主
光
圀
の
弟
）
を
藩
主
と
し
た
保
内
藩
が
存
在
し
た
時
（
一

六
六
一
～
一
七
〇
〇
）
の
こ
と
で
す
。
頼
隆
は
国
許
に
下
向
せ
ず
江
戸
に
滞
在

し
て
い
た
た
め
、
保
内
地
方
か
ら
の
年
貢
を
江
戸
ま
で
搬
送
す
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
保
内
藩
は
水
戸
藩
の
支
藩
で
あ
っ
た
た
め
、
水
戸
城
下
東
部
の

細
谷
河
岸
付
近
に
蔵
屋
敷
を
設
け
、
そ
こ
を
通
じ
て
江
戸
に
物
資
を
届
け
て

い
た
よ
う
で
す
。
水
戸
城
下
の
蔵
屋
敷
の
政
務
日
誌
が
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）

の
一
年
分
だ
け
残
さ
れ
て
お
り
（
「
諸
色
留
」(

以
下
「
諸
」
と
略)

、
茨
城
県
立
歴

史
館
所
蔵
「
大
和
田
家
文
書
」
）
、
そ
こ
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
ま
す
。 

保
内
筋
村
々
ゟ
上
米
籾
千
弐
百
九
拾
七
俵
取
立
置
候
分
、
川
水
出
次
第

水
戸
御
蔵
ヘ
納
申
度
与
百
姓
共
申
立
候
（
「
諸
」
二
月
十
四
日
条
） 

 

保
内
筋
の
村
々
か
ら
の
上
米
籾
の
取
立
分
を
、
川
（
久
慈
川
）
の
出
水
次
第

で
水
戸
の
蔵
に
納
め
た
い
と
百
姓
達
が
申
し
立
て
て
き
た
と
い
う
記
事
で
す
。

二
月
は
久
慈
川
の
渇
水
期
で
あ
り
、
出
水
を
待
た
な
い
と
年
貢
輸
送
が
困
難

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
本
記
録
か
ら
、
保
内
藩
の
時
代
に
は
御
城
米
が
久
慈

川
を
利
用
し
て
搬
送
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

水
戸
に
運
び
込
ま
れ
た
御
城
米
は
ど
の
よ
う
に
し
て
江
戸
に
運
ば
れ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。
同
年
三
月
十
日
に
な
る
と
北
浦
北
岸
の
串
挽
（
鉾
田
市
）

の
御
船
頭
久
兵
衛
か
ら
、
水
戸
の
蔵
屋
敷
に
「
保
内
上
米
」（
御
城
米
）
の
船

積
の
た
め
の
人
足
が
催
促
さ
れ
て
い
ま
す
（
「
諸
」
三
月
十
一
日
条
）
。
こ
こ
か

ら
、「
保
内
上
米
」
が
串
挽
経
由
で
船
を
利
用
し
、
江
戸
ま
で
運
ば
れ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
水
戸
の
蔵
屋
敷
に
集
め
ら
れ
た
御
城
米
は
、
涸
沼
ま
で
水

運
で
運
ば
れ
ま
し
た
。
涸
沼
で
一
度
陸
揚
げ
さ
れ
た
御
城
米
は
串
引
ま
で
陸

送
さ
れ
ま
す
（
途
中
で
巴
川
水
運
を
使
用
し
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
）
。
串
挽
に
集

め
ら
れ
た
御
城
米
は
再
び
船
に
積
ま
れ
、
北
浦
か
ら
利
根
川
水
運
を
通
じ
て

江
戸
ま
で
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。
久
兵
衛
が
要
求
し
て
い
た
の
は
、
こ
の
時
の

作
業
人
足
で
す
。
保
内
藩
の
時
代
に
は
、「
保
内
―
（
途
中
陸
送
）
―
水
戸
―
涸

沼
―
（
途
中
陸
送
）
―
串
挽
―
北
浦
―
江
戸
」
と
い
う
形
で
の
御
城
米
輸
送
ル

ー
ト
が
存
在
し
、
保
内
か
ら
水
戸
に
運
ば
れ
る
途
中
ま
で
の
間
で
久
慈
川
水

運
が
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
保
内
藩
の
頃
か
ら
、
制
限
は
あ
り
つ
つ

も
久
慈
川
水
運
に
よ
る
御
城
米
輸
送
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。（
藤
井
達
也
） 
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大子の今昔 

写 真 帳 
№７ 

大子町役場 

（『大子町史下巻』より） 

編 

集 

大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
会 

編
集
人 

 

齋
藤 

典
生
（
大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
員
） 

藤
井 

達
也
（
大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
員
） 

飯
村 

尚
史
（
大
子
町
教
育
委
員
会
事
務
局
） 

神
長 

 

敏
（
大
子
町
教
育
委
員
会
事
務
局
） 

 
 

 
 

江
尻 

将
崇
（
大
子
町
教
育
委
員
会
事
務
局
） 

発 
行 

大
子
町
教
育
委
員
会 

久
慈
郡
大
子
町
大
字
池
田
二
六
六
九
番
地 

☎
０
２
９
５
（
７
２
）
１
１
４
８ 

発
行
日 

二
〇
二
二
年
（
令
和
四
）
六
月
一
日 

現  在 

大正１３年６月 

① 明治２５年１２月３１日  
大子尋常高等小学校に隣接して 
新築 所在地：後山 
※ 現だいご小学校敷地内 

② 大正１３年６月竣工  
所在地：本町 
※ 現大子郵便局敷地 

③ 昭和３６年９月竣工  
所在地：瀬戸田 ※ 現在の庁舎 

④ 令和４年７月竣工予定 

  所在地：北田気 

  ※ 旧大子第二高等学校跡地 
（大金真理子） 

① 明治２５年頃 
（『大子町史下巻』より） 

② 

③ 

④ 

（拡大） 

令和４年７月竣工予定 


